
№
6
1
1

平
成
29年

10
月
号

主な内容

村
民

運
動

会
を

行
い

ま
し

た
…

…
…

…
…

…
②

「
大

相
撲

千
賀

ノ
浦

部
屋

 in ゆ
が

わ
」

を
行

い
ま

し
た

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

③
税

の
お

知
ら

せ
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

⑤
警

察
署

・
消

防
署

か
ら

の
お

知
ら

せ
…

…
…

⑫
村

民
の

文
芸

発
表

の
ひ

ろ
ば

…
…

…
…

…
…

⑬

8
月
17

日
〜
24

日
「

大
相

撲
千

賀
ノ

浦
部

屋
 in

 ゆ
が
わ

」
―

保
育

所
の

子
ど
も
た
ち
と

笑
顔
で
―

湯
川
村
フ
ァ
ミ
リ
ー



広報ゆがわ６１１号　平成２９年１０月１日　発行

　成績は次のとおりです。
総合優勝	 森台チーム　４０点
	 （団体種目１位獲得数により）
◦準優勝	 美田園チーム　４０点
◦第３位（ＪＡ支店長賞）
	 三島チーム　３９点
◦第４位（商工会長賞）
	 高瀬チーム　３８点
◦応援賞　田中・上樽川チーム
◦特別賞　王領・福島大学チーム
◦８００ｍリレー優勝　浜崎チーム

湯川村合併６０周年記念第４１回村民運動会

　９月３日（日）湯川中学校校庭にて、村民
運動会を湯川村合併６０周年記念大会とし
て盛大に開催しました。晴天にも恵まれ、
今年度も福島大学の学生の参加があり、計
２５チームが、１位を目指してがんばりま
した。千人を超える参加者が集まり、小さ
い子どもからお年寄りまで、競技する人と
応援する人とが一体となった笑顔いっぱい
の大運動会となりました。

スポーツの秋

今年度優勝は
森台チーム！

心ひとつに
バトンをつなぐ！
８００Ｍリレー

スピードだけじゃない!
慎重さも試される 
宅配便リレー
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合併60周年記念生涯学習事業
「大相撲千賀ノ浦部屋inゆがわ」を行いました

第13回 村民グラウンド・ゴルフ大会

　また、村民のみなさまからの善意で寄せられた
美味しいお米や野菜などに、力士の方々は大変喜
ばれていました。村民のみなさまにとっても、相
撲文化に触れられる貴重な１週間だったのではな
いでしょうか。
　最終日には、親方から「温かい歓迎をうけて大
変良い合宿になりまし
た。」との御礼のお言
葉をいただきました。
　合宿期間中、村民の
みなさまには、応援や
差し入れなどご協力い
ただきありがとうござ
いました。
　湯川村教育委員会　社会教育係
　☎０２４１－２７－４１０７

　８月２０日（日）道の駅あいづ湯川・
会津坂下の多目的広場にて、村民グラ
ウンド・ゴルフ大会を行いました。
　快晴の青空の下、５０名の参加者が
長短の８コースを回り、優勝を目指し
てプレーしました。夏合宿で来ていた
力士の方々も参加し、笑顔が溢れる大
会となりました。来年も是非、多くの
ご参加をお待ちしております。

　成績は次のとおりです。
男性の部　 優勝　　櫻井　憲幸（浜　崎）
　　　　　　◦準優勝　佐々木昭一（三　島）
　　　　　　◦第３位　平野　晴康（勝　常）
女性の部　 優勝　　櫻井カツヨ（浜　崎）
　　　　　　◦準優勝　五十嵐　浪（沼ノ上）
　　　　　　◦第３位　森永　榮子（八日町）

　８月１７日から２４日の間、大相撲千賀ノ浦部屋の夏合宿を行いました。
　合宿期間中、常盤山親方をはじめ、力士の方々は、中学校校庭の土俵で実施した朝稽古以
外にも、村民グラウンド・ゴルフ大会や生涯学習講演会への参加、介護予防事業を実施して
いる集落への訪問、デイサービスセンターへの慰問など様々な催しにひっぱりだこでした。

ゆがわまいち
ゃんと

パシャリ
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納
税
優
良
で

知
事
感
謝
状

　

８
月
25
日（
金
）、
役
場
に
お

い
て
個
人
県
民
税
優
良
市
町
村

県
知
事
感
謝
状
伝
達
式
が
行
わ

れ
、
会
津
地
方
振
興
局
の
戸
田

光
昭
局
長
か
ら
感
謝
状
を
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

　

村
民
の
皆
さ
ん
の
税
に
対
す

る
意
識
の
高
さ
、
日
頃
か
ら
の

納
税
に
つ
い
て
の
ご
理
解
と
ご

協
力
に
よ
っ
て
、
こ
の
感
謝
状

を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

今
後
も
な
お
一
層
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

	

祝

敬
老

　

９
月
17
日（
日
）、
湯
川
村
体
育
館
に
お
い
て
、
湯
川
村
敬
老
会
を
盛
大

に
開
催
し
、
村
内
高
齢
者
の
長
寿
と
健
康
を
祝
い
ま
し
た
。

　

式
に
は
年
度
内
で
75
歳
以
上
と
な
る
招
待
者
５
９
６
名
（
男
性
２
１
４

名
・
女
性
３
８
２
名
）
の
う
ち
１
９
１
名
の
方
に
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

主
催
者
で
あ
る
三
澤
村
長
か
ら
長
寿
を
祝
う
挨
拶
の
後
、
80
歳
以
上
の

４
４
０
名
の
敬
老
者
を
代
表
し
て
中
扇
田
の
津
村
キ
ヨ
さ
ん
に
敬
老
祝
金

を
贈
呈
し
ま
し
た
。
ま
た
、
米
寿
の
被
表
彰
者
31
名
を
代
表
し
て
下
扇
田

の
小
林
淳
輔
さ
ん
に
は
、
賞
状
と
記
念
の
「
金
杯
」
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

福
島
民
報
社
と
福
島
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
主
催
す
る
「
し
あ
わ
せ

金
婚
夫
婦
表
彰
」
で
は
、
５
組
の
夫
妻
が
、
福
島
民
報
社
取
締
役 

印
刷

局
長 
宍
戸
篤
氏
と
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長 

岩
沢
秀
一
氏
よ
り
、賞
状

と
記
念
の「
お
し
ど
り
金
メ
ダ
ル
」
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

菅
沼
弘
志
湯
川
村
議
会
議
長
、
小
熊
慎
司
衆
議
員
議
員
、
菅
家
一
郎
衆

議
院
議
員
、
小
林
昭
一
県
議
会
議
員
の
４
名
か
ら
来
賓
祝
辞
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
「
敬
老
者
へ
の
お
祝
い
の
こ
と
ば
」
で
は
笈
川
小
学
校
代
表
の
一
年
生

古
川
千
紘
さ
ん（
森
台
）、
勝
常
小
学
校
代
表
の
一
年
生
小
野
結
愛
さ
ん

（
北
田
）が
上
手
に
発
表
し
、
大
き
な
拍
手
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

湯
川
村
代
表
監
査
委
員
の
東
条
健
一
郎
さ
ん
に
よ
る
乾
杯
の
発
声
で
祝

宴
が
始
ま
り
、
恒
例
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
ゆ
が
わ
幼
稚
園
児
に
よ
る

踊
り
や
村
内
各
種
団
体
な
ど
か
ら
、
演
芸
が
披
露
さ
れ
、
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
後
に
湯
川
村
民
生
委
員
協
議
会
長 

高

羽
伊
一
郎
さ
ん
の
音
頭
に
よ
る
万
歳
三
唱
で
会
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
皆
様
に
は
元
気
で
長
生
き
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

敬老者代表　津村キヨさん
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今
月
の
納
税

10
月
31
日（
火
）
ま
で

村
県
民
税　
　
　

第
３
期
分

国
民
健
康
保
険
税　

第
４
期
分

納
税
は『
納
期
限
ま
で
に
』お
願
い
し
ま
す
。

　

村
は
、私
た
ち
が
生
活
し
て
い
く
た
め
に
様
々

な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
て
い
る
の
が
税
金
で
す
。

　

村
税
は
、
貴
重
な
財
源
で
す
。

　

10
月
16
日（
月
）か
ら
22
日（
日
）ま
で
の
一
週
間

は
、「
行
政
相
談
週
間
」
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

行
政
相
談
は
、
役
所
（
国
、
県
及
び
市
町
村
）
や

特
殊
法
人
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、
Ｊ
Ｒ
な
ど
）
の
仕
事
に
つ
い

て
の
相
談
に
応
じ
、
そ
の
解
決
を
お
手
伝
い
す
る
も

の
で
す
。

　

相
談
週
間
中
に
は
、
左
記
の
と
お
り
「
特
設
行
政

相
談
所
」
を
開
設
し
ま
す
。

　

な
お
、
人
権
に
関
す
る
困
り
ご
と
や
悩
み
ご
と
の

相
談
を
受
け
付
け
る
「
特
設
人
権
相
談
所
」
も
あ
わ

せ
て
開
設
し
ま
す
。
相
談
は
と
も
に
無
料
で
、
秘
密

は
厳
守
さ
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

特
設
相
談
会

○
日　
時　
10
月
21
日（
土
）
午
前
10
時
～
正
午

○
場　
所　
湯
川
村
役
場
１
階

　
　
　
　
　
「
多
目
的
室
」
正
面
入
口
右
側

○
相
談
員　
大
関 

清
憲
さ
ん
（
行
政
相
談
員
）

　
　
　
　
　

村
澤 　

宏
さ
ん
（
人
権
擁
護
委
員
）

　
　
　
　
　

小
沢 
晶
利
さ
ん
（
人
権
擁
護
委
員
）　

◎
お
問
い
合
わ
せ
先　
湯
川
村
総
務
課

　

☎
０
２
４
１
︲
２
７
︲
８
８
０
０

﹁
行
政
相
談
週
間
﹂及
び﹁
特
設
行
政
相
談
所
・

特
設
人
権
相
談
所
﹂
の
開
設
の
お
知
ら
せ

納
期
内
納
付
を
守
り
ま
し
ょ
う

　

国
民
健
康
保
険
税
を
納
め
な
い
期
間
が
長
く

な
る
と
、
法
令
に
よ
る
措
置
が
行
わ
れ
ま
す
。

納
期
限
の
過
ぎ
て
い
る
税
金
が
あ
る
場
合
は
、

早
急
に
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

納
税
が
困
難
な
特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合
は
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

口
座
振
替
に
よ
る
振
替
日
も
10
月
31
日（
火
）

で
す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先
・
納
税
相
談

　

住
民
課
税
務
係

　

☎
０
２
４
１
︲
２
７
︲
８
８
２
０

「村長との
対話の日」
平成29年

10月10日（火）
時間：午前９時〜
　　 正午まで
場所：村長室
予約もできます。

　福島県では、地球温暖化の現状や影響、対策等について学習した上で、地域の人たちとともに理解を
深める活動を積極的に行う「うつくしま地球温暖化防止活動推進員」を養成する研修会を開催します。

○対　　象　　地球温暖化防止活動に関心があり、地球温暖化防止活動推進員の委嘱を受けたい方
○日　　時　　１０月２７日（金）１３：３０～１５：３０（開場　１３：００）
○場　　所　　郡山市中央公民館　第４講義室　（郡山市麓山１－８－４）
○研修概要　　地球温暖化の現状と対策・地球温暖化防止推進員の活動事例　等
○申込み締切　１０月２０日（金）
○受 講 料　　無料　
○定　　員　　３０名（先着順）
◎お申込み先・お問い合わせ先
　福島県地球温暖化防止活動推進センター（特定非営利活動法人うつくしまＮＰＯネットワーク）
　〒963-8835　郡山市小原田２－１９－１９
　電話	０２４－９４４－００８３　　FAX	０２４－９５３－９０６３
			E-メール	uketsuke@fukushima-ondankaboushi.org
　※FAX、郵便、Eメールにてお申し込みください。

「うつくしま地球温暖化防止活動推進員」を養成する研修会
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《基金積立及び　　
　村債借入の状況》
（特別会計を含む全額）
○基金積立金状況
◦27年度末現在高
 15億9,014万円
　　　　　⬇
◦28年度末現在高
	 16億6,681万円
※うち財政調整基金
 9億494万円
※うちふるさと創生基金
 2億8,970万円

○村債借入状況
◦27年度末現在高
 41億3,734万円
　　　　　⬇
◦28年度末現在高
	 40億8,002万円
※うち地方交付税措置予定額
 約28億3,907万円（69.6%）

《村税の内訳》
○村民税（構成比）
 1億4,121万円（40.9%）
 ※対前年度比＋10.6％

○固定資産税
 1億6,442万円（47.6%）
 ※対前年度比＋1.1％

○軽自動車税
 1,192万円（　3.4%）
 ※対前年度比＋23.0％

○村たばこ税
 2,802万円（　8.1%）
 ※対前年度比−3.0％
※村税合計（国保税除く）の　

対前年度比は
1,672万円（5.1%）の増

　

去
る
９
月
に
開
催
さ
れ
た
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
平
成
28
年
度
の
一
般
会
計

及
び
６
つ
の
特
別
会
計
の
決
算
が
審
議
さ
れ
す
べ
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
普
通
会
計
の
状
況
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

村
会
計
の
決
算
報
告

財
政
健
全
化
判
断
比
率
報
告

平成28年度
　

歳
入
の
総
額
は
28
億
６
０
６
万
円
で
、
昨
年
に
比
べ
４
億
１
，
２
３
５
万
円

（
12
・
８
％
）の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
の
内
訳
で
は
、「
地
方
交
付
税
」
が
11
億
７
，
０
９
３
万
円
（
前
年
比
５
，

４
１
８
万
円
増
）
で
歳
入
総
額
の
41
・
７
％
を
占
め
て
最
も
多
く
、
次
い
で
、
ふ

る
さ
と
応
援
寄
附
金
（
ふ
る
さ
と
納
税
）
を
含
め
た
「
諸
収
入
・
寄
附
金
等
」

（
14
・
２
％
）、「
村
税
」（
12
・
３
％
）の
順
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
「
自
主
財
源
」
に
つ
い
て
は
、
10
億
２
，
１
２
５
万
円
で
、
全
体
の
36
・
４
％
を

占
め
て
お
り
、「
依
存
財
源
」
に
つ
い
て
は
、
63
・
６
％
と
依
然
と
し
て
高
く
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
村
税
に
つ
い
て
は
、
全
体
で
１
，
６
７
２
万
円（
５
・
１
％
）の
増
収
と

な
り
、
震
災
時
や
不
況
時
か
ら
徐
々
に
回
復
傾
向
と
な
っ
て
い
る
現
状
で
す
。

　

歳
出
の
総
額
は
25
億
７
，
７
４
２
万
円
で
、
昨
年
に
比
べ
４
億
３
，
７
７
８
万
円

（
14
・５
％
）の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
内
訳
を
目
的
別
に
み
る
と
、
職
員
の
人
件
費
や
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
農
家

応
援
委
託
料
が
大
き
な
割
合
を
占
め
る
「
総
務
費
」
が
最
も
多
く
９
億
２
，
０
３
７

万
円
（
前
年
比
３
億
１
４
８
万
円
減
）
で
歳
出
総
額
の
35
・７
％
を
占
め
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
性
質
別
に
み
る
と
、
人
件
費
や
扶
助
費
、
公
債
費
等
の
「
義
務
的
経
費
」
が

全
体
の
33
・
７
％
を
占
め
る
た
め
、
依
然
と
し
て
財
政
構
造
の
柔
軟
性
が
乏
し
い
状

況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
使
用
し
て
い
る
各
数
値
に
つ
い
て
は
、
国
の｢

地
方
財
政
状
況
調
査
（
決
算
統
計
調
査
）」
の
算

出
基
準
の
数
値
で
あ
り
、
実
際
の
各
会
計
の
決
算
書
の
数
値
と
差
異
が
あ
り
ま
す
。

（
※
な
お
、
墓
地
事
業
特
別
会
計
分
に
つ
い
て
も
普
通
会
計
に
含
ん
で
算
出
し
て
お
り
ま
す
。）

歳 入歳 出

一般会計《歳入総額》
28億606万円

村税
3億4,557万円
（12.3%）

諸収入・寄附金等
3億9,842万円
（14.2%）

繰入金
7,405万円
（2.6%）

歳入
繰越金

2億321万円
（7.3%）地方交付税

11億7,093万円
（41.7%）

うち
普通地方交付税
10億6,340万円
特別交付税
1億753万円

自主財源
10億2,125万円
（36.4%）

依存財源
17億8,481万円
（63.6%）

国・県支出金
3億2,484万円
（11.6%）

村債
2億737万円
（7.4%）

地方譲与税
各種交付金等
8,167万円
（2.9%）

諸収入・寄附金等のうち、
3億2,825万円については、
農家応援のふるさと応援寄
附金（ふるさと納税）
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《目的別歳出決算》
○総務費
 9億2,037万円（35.7%）
○民生費
 4億2,462万円（16.5%）
○教育費
 3億2,002万円（12.4%）
○農林水産業費
 2億5,247万円（　9.8%）
○公債費
 2億130万円（　7.8%）
○衛生費
 1億5,663万円（　6.1%）
○土木費
 1億3,299万円（　5.2%）
○消防費
 1億43万円（　3.9%）
○議会費
 5,041万円（　2.0%）
○商工・労働費
 1,818万円（　0.7%）

《主な基金積立額》
○財政調整基金
 8,300万円
○農業振興基金
 2,500万円

《主な建設事業等》
○湯川中校庭保管除染
土壌搬出工事
 4,450万円

○湯川中防球ネット設
置及び道路拡幅工事

 3,729万円
○村営テニスコート
　改修工事 3,460万円

《主な物件費》
○ふるさと納税事業　
委託料

 2億5,208万円
○人・川・道の駅指定
管理料 1,800万円

　
「
地
方
公
共
団
体
財
政
健
全
化
法
」
に
基
づ
く
平
成
28
年
度
決
算
の
健
全
化
判

断
比
率
（
湯
川
村
の
財
政
指
標
）
は
次
の
と
お
り
で
、
全
て
基
準
を
下
回
っ
て
お

り
良
好
な
状
態
で
す
。

　

な
お
、
今
後
も
こ
の
状
態
を
維
持
で
き
る
よ
う
、
よ
り
一
層
、
健
全
な
財
政
運

営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

実質赤字
比　　率

連結実績
赤字比率

実質公債費
比　　　率

将来負担
比　　率

公営企業等における
資金不足比率

平成28年度 － －  6.1％ 6.4％ －
平成27年度 － －  6.4％ 9.2％ －
早期健全化基準 15.0％ 20.0％ 25.0％ 350.0％ 20.0％
財政再生基準 20.0％ 35.0％ 35.0％

各財政指標
の　解　説

一般会計等の実質
赤字額の標準財政
規模に対する比率

※黒字のため今回
数値なし

全会計を対象とし
た実質赤字額の標
準財政規模に対す
る比率
※黒字のため今回
数値なし

一般会計等が負担
する地方債元利償
還金及び準元利償
還金の財政標準規
模に対する比率
※前年比△0.3％

一般会計等が将来
負担すべき実質的
な負債の標準財政
規模に対する比率
※前年比△2.8％

各公営企業等会計
における資金不足
の比率

※黒字のため今回
数値なし

一般会計《歳出総額》
25億7,742万円

（前年度比14.5%減）

歳出

普通建設事業費
1億6,416万円
（6.4%）

うち
補助事業費
5,751万円
単独事業費
1億664万円

平成28年度各会計の決算状況　※「墓地事業特別会計」分は「一般会計」に含んでおります。

会　計　名 歳　入　A 歳　出　B 翌年度に繰越
すべき財源C

実質収支額
A−B−C

一 般 会 計 ①
（ 対 前 年 度 比 ）

28億606万円
（87.2%）

25億7,742万円
（85.5%）

1億3,561万円
（108.4%）

9,303万円
（119.1%）

特 別 会 計 ②
（ 対 前 年 度 比 ）

10億4,984万円
（104.1%）

10億1,695万円
（106.3%） ― 3,289万円

（63.7%）

１ 国 民 健 康 保 険 4億5,724万円
（107.1%）

4億3,797万円
（110.2%） ― 1,927万円

（64.9%）

２ 特 定 環 境 保 全
公共下水道事業

1億791万円
（103.7%）

1億596万円
（104.4%） ― 195万円

（76.5%）

３ 農業集落排水事業 5,311万円
（105.1%）

5,191万円
（105.6%） ― 120万円

（87.0%）

４ 介 護 保 険 4億10万円
（100.9%）

3億8,984万円
（102.8%）

52万円 974万円
（55.6%）

５ 後期高齢者医療 3,148万円
（104.1%）

3,127万円
（105.1%） ― 21万円

（42.0%）

合　計（①＋②） 38億5,590万円
（91.2%）

35億9,437万円
（90.5%）

1億3,613万円
（108.8%）

1億2,540万円
（96.6%）

人件費
5億1,613万円
（20.0%）

扶助費
1億5,154万円
（5.9%）

公債費
2億130万円
（7.8%）

物件費
6億7,969万円
（26.4%）

補助費等
4億2,989万円
（16.7%）

繰出金
2億6,139万円
（10.1%）

積立金・その他
1億7,332万円
（6.7%）

義務的経費
8億6,897万円
（33.7%）

投資的経費
1億6,416万円
（6.4%）

その他の経費
15億4,429万円
（59.9%）
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　今年湯川村は、合併６０周年を迎え、様々な記念事業を開催しております。
　この度、湯川村合併６０周年記念事業の一環として、湯川村の小中学生が“子ども議員”とな
りまして『湯川村子ども議会』を下記のとおり開催いたします。
　湯川村の将来を担う子どもたちの活発な意見や質問を通して、本村の施策や村づくりに関心を
深めていただくいい機会でありますので、是非、子ども議会を傍聴されてみてはいかがでしょう
か。議会を傍聴するには、傍聴当日、名簿に「住所」と「氏名」を記入するだけで難しい手続きは
要りません。お気軽にお越しください！なお、傍聴希望者が多数の場合は、当日抽選とさせてい
ただきます。
　また、議会当日は、インターネットで生中継しますので、ご家庭でもご視聴可能です。
《子ども議会開催日》
○日時　１０月１８日（水）午後２時開会（受付：午後１時３０分まで）
○場所　湯川村議会議場
◎お問い合わせ先　湯川村教育委員会　☎０２４１－２７－２２５０

　教育委員会では、湯川村教育委員会表彰規程に基づき、教育の振興発展等に貢献し、その功績
が顕著であるものに対し表彰を行う予定であります。
　この表彰は、村内に住所を有する個人、または団体に対して行います。
　ご家族やご近所、お知り合いの方で、左記の表彰基準に基づく対象者をご存知の方は、是非ご
連絡願います。なお、表彰の対象となった方については、教育委員会より表彰のご案内をいたし
ます。
　なお、受付期間は、準備の都合上、１０月２０日（金）までとさせていただきますので、よろし
くお願いいたします。
○表彰の基準（湯川村顕彰表彰の対象者）
　平成２９年１月２６日から、平成２９年１０月２０日までの間に、各種県大会及び県展等で１
位相当の成績をおさめた村民及び村内の団体
※昨年度の表彰対象者は、１月２５日までであったため、１月２６日からの対象とさせていただ
きます。
◎お問い合わせ先　湯川村教育委員会　☎０２４１－２７－２２５０

　１月から月に１度、主に地区の公民館で開催し
ています。活動は自主的に行っておりレクリエー
ションがメインです。レクリエーションの内容は、
参加者の皆さんが集まった際に話し合い、意見を
出し合って決めています。これまで、スカットボ
ールなどを使ったゲーム、眼科の講話、料理教室
などを行ってきました。
　こめこめ米丸という名前の由来は、“こめこめ”
という言葉は、米丸集落ならではの言葉という理
由でつけられました。これからも様々なアイディ
アを出し合いながら米丸ならではの活動を行い、
皆さんで楽しい時間を過ごしてもらいたいと思い
ます。

『湯川村子ども議会』を傍聴しませんか？

湯川村教育委員会表彰

地区介護予防教室の紹介『こめこめ米丸』

８月に二本松に行かれた際の集合写真です。
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農地転用には許可が必要です

違反転用したときは……

農地を取得したときは……

　農地を農地以外のものにする場合（農地転用）には、許可
が必要です。農地転用とは、人為的に農地を農地以外（住
宅敷地・駐車場・資材置場等）にすることをいいます。ま
た、農地を一時的に耕作以外の目的に利用する場合も農地
転用に該当しますので、許可を得る必要があります。

　農地法に基づく転用許可を受けていない場合や、許可され
た目的と実際の利用状況が異なる場合は、違反転用として
工事の中止・農地への復元等の措置を命じられる場合があ
ります。転用する場合は、必ず事前に手続きをしましょう。

　相続等により農地の権利を取得した場合は、農業委員会への届出が必要です。

＊農地法違反で刑事告発されると、
３年以下の懲役または300万円
以下（法人は１億円以下）の罰金
に処せられます。

農地パトロールを実施しました
農地所有者は「農地を適正利用する」責務があります

耕作をしないで、農地を荒していませんか？

　農業委員会は、農地の荒廃・乱開発を防ぎ優良
農地を確保する役割を担っています。このため、
８月１８日に農地パトロールを実施し遊休農地等
の確認、農地等の汚染につながる産業廃棄物の不
法投棄や農地の無断転用の発見・防止、転用許可
後の状況等の調査をいたしました。調査の結果、
農地に産業廃棄物などを置いているところが見受
けられました。

　遊休農地は、雑草の繁茂や病害虫の発生源に留まらず、ゴミの不法投棄や火災の要因になるな
ど周辺へ悪影響を及ぼすことになります。作物を栽培しない場合でも適宜、草刈り等行うなど、
農地の適切管理をお願いいたします。

手続きをせずに、農地を農地以外の用途にしていませんか?

　自ら耕作が難しい場合など、農地の利用でお困りの方は、農地が遊休化する前に担当地区
の農地利用最適化推進委員・農業委員または農業委員会事務局にご相談ください。

　湯川村コミュニティバス運転手として、一条
賢市さん（上樽川）、山口健一さん（八日町）に新
たに辞令を交付しました。
　常に無事故無違反を心がけ、安全なコミュニ
ティバスの運転にあたっていただきます。

コミュニティバス運転手一覧
名　前 集落名 名　前 集落名

津村　榮喜 中扇田 一条　賢市 上樽川
古川　洋一 熊　川 山口　健一 八日町
柏木　　学 八日町

湯川村コミュニティバス運転手辞令交付
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「平成29年分年末調整説明会」
	 を開催します

B型・C型肝炎に関する
	 講演会・相談会

10月は“不正軽油撲滅”強化月間

予約制による年金相談のご案内

　間もなく年末調整の時期を迎えますので、次の日程に
より年末調整事務の説明会を開催します。
○対象者　村内の法人及び個人事業者
○日時　　１１月１４日（火）
　　　　　午前と午後の２回開催
　　　　◦午前の部　受　付　　９：３０
　　　　　　　　　　説明会　１０：００〜１２：００
　　　　◦午後の部　受　付　１３：００
　　　　　　　　　　説明会　１３：３０〜１５：３０
○場所　　アピオスペース展示ホール
　　　　　（会津若松市インター西９０）

会場駐車場は利用台数に限りがありますので、でき
るだけ公共の交通機関をご利用ください。

◎お問い合わせ先
　会津若松税務署 法人課税第一部門（源泉所得税担当）
　☎０２４２−２７−４３４６

　Ｂ型・Ｃ型肝炎の治療の進歩についての
講演会です。講演後には講師と参加者を交
えての相談会も行います。
○日時　　１１月１９日（日）
　　　　　１３：００〜１５：００
○対象　　Ｂ型・Ｃ型肝炎と診断されてい

る方
○場所　　会津保健福祉事務所
　　　　　（会津保健所）
○講師　　福島県立医科大学　消化器内科

学講座主任教授　大平弘正先生
○参加費　無料
○締め切り　１１月１３日（月）まで
◎お申し込み・お問い合わせ先
　会津保健福祉事務所　医療薬事課
　☎０２４２−２９−５５１２

　県では、１０月を「不正軽油撲滅強化月間」と定め、関係団体と協力して、不正軽油の排除に取り組ん
でおります。
　軽油に課せられる県税である軽油引取税を脱税する目的で、軽油に灯油や重油を混ぜるなどして製造さ
れる燃料、いわゆる「不正軽油」が正常な軽油と偽って販売、使用されています。
　この不正軽油は、悪質な脱税行為であり、環境汚染やエンジン故障の原因、公正な市場競争の阻害、更
には暴力団等の資金源にもつながります。
　「不正軽油を作らない・売らない・買わない・使わない。」
　不正軽油の防止・撲滅には、県民の皆様のご協力と情報提供が欠かせません。不正軽油の情報提供に
つきましては、県庁税務課または最寄りの地方振興局県税部までご連絡ください。
◎お問い合わせ先　県庁総務部税務課　☎０２４−５２１−７２０５　℻０２４−５２１−７９０５
　　　　　　　　　　　　　　　　　　電子メール　zeimu@pref.fukushima.lg.jp
　　　　　　　会津地方振興局県税部　☎０２４２−２９−５２６４　℻０２４２−２９−５２３９
　　　　　　　　　　　　　　　　　　電子メール　aizu.kenzei@pref.fukushima.lg.jp

　会津若松年金事務所では、予約制による年金相談を実施しておりますので、ぜひご利用ください。
○予約申込方法
◇年金相談のご予約は、相談希望日の１ヶ月前から前日までお電話または年金相談窓口でお受けいたし

ております。
◇ご予約を受け付ける際には、相談者及び配偶者氏名、基礎年金番号、電話番号、相談内容等について

確認させていただきます。
○予約実施時間帯　◇月曜日　　　８：３０〜１８：００　　◇火曜日～金曜日　８：３０〜１６：００

◇第２土曜日　９：３０〜１５：００

○予約申し込み電話番号　☎０２４２−２７−５３２１
　自動音声案内９番の後に５番を押してください。
　会津若松年金事務所　お客様相談室
　※電話の受付時間は８：３０から１７：００までです。（土・日・祝日、１２月２９日から１月３日を除く）

　年金相談にお越しの際は、基礎年金番号のわかるもの（年金手帳等）、本人確認書類（運転免許証等）
をご持参のうえ、ご予約の時間に総合相談窓口にお申し出ください。なお、代理の方がお越しの際に
は、委任状と代理の方の本人確認書類（運転免許証等）も必要となります。
※ご都合により来所できない方は、事前にご連絡をお願いします。
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　仙台国税局では、事務の一層の効率化を図ることを目的として、平成２９年７月から「仙台国税局事
務センター」を設置し、従来から税務署で行っている照会文書の発送や電話照会の一部について、集中
的に行っています。

※（ナビダイヤル）全国一律料金でご利用いただけます。なお、携帯電話でご利用の場合は、通常の電
話料金になります。また、ＩＰ電話・ＰＨＳではご利用いただけません。

項　目 内　　　　容　　　　等

名　称　等

○名称　　　仙台国税局事務センター
○所在地　　〒９８０−８４３０　仙台市青葉区本町３丁目３－１　仙台合同庁舎Ａ棟
○電話番号　☎０２２－２６３－５７４１
　　　　　　☎０５７０－０７－００７５（ナビダイヤル）※

事務の内容

　税務署に提出すべき書類が未提出の場合の照会などについて、仙台国税局事務セ
ンターから、文書または電話によりご連絡する場合があります。
　お問い合わせ先については照会内容によって異なりますので、照会文書に記載の
お問い合わせ先へお連絡願います。

仙台国税局事務センターのご案内

　国税局や税務署では、国税の還付金受取や納付のために金融機関等の現金自動預け払い機
（ＡＴＭ）の操作を求めることはありません。
　国税局や税務署では、国税の納付のために金融機関の口座を指定して振込みを求めること
はありません。

〜税務職員を装った不審な電話にご注意ください〜

宛先　j-yugawa@vill.yugawa.fukushima.jp

件名

本文

防災メールの登録について
　村では平成２７年度から防災メールを活用しています。
　皆さんが持っている携帯電話やパソコンのメールアドレスを村に登録していただくと、地震・気象情
報及び国民保護（テロ、ミサイル飛来等）に関する情報や災害時における避難勧告や避難指示などの情
報をメールで受け取ることができます。まだ防災メールを登録していない村民の皆さんは、災害時に対
する備えとして、ぜひご登録をお願いします。

○防災メール　登録の仕方
　「登録用メールアドレス」にメール（件名、本文が入力されていないメール）を送信していただくと
登録ができます。

※迷惑メール対策でパソコンからのメールを受信拒否している場合はメールを受け取ることができませ
ん。j-yugawa@vill.yugawa.fukushima.jpが受信できるように携帯・スマートフォンの設定をお願
いします。なお、設定の方法がわからない場合などは、各携帯電話会社にお問い合わせください。

	 湯川村総務課総務係　☎０２４１−２７−８８００

〜新規登録の流れ（例）〜

登録用メールアドレス　j-yugawa@vill.yugawa.fukushima.jp

メール送信

登録用メールアドレスを入力

登録完了‼

新規メール作成画面
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会津坂下警察署からのお知らせ 消防署からのお知らせ

　７月中旬、会津坂下町内に住むＡさん（４０歳代、女性）の携帯電話
に、ネット利用の未納料金がある旨のショートメールが送られてきた。
メールにあった電話番号に連絡したＡさんは、相手の話を信じ、指示
に従って８月中旬まで数回にわたり、宅配便で現金合計約５３５万円
を送付した。
　その後、相手との連絡が取れなくなり、不審に思ったＡさんが警察
署に届出たことから被害に遭ったことが判明したもの。

被害の概要

　県内の被害発生状況を分析すると、
　オレオレ詐欺　：全て高齢者（65歳以上）の被害
　架空請求詐欺　：20歳代から50歳代に被害が集中
　融資保証金詐欺：20歳代から50歳代に被害が多い
　還付金等詐欺　：全て高齢者（65歳以上）の被害
となっています。また、被害全体の約８割が女性の被害です。
　この様に、高齢者以外の方も被害に遭っていることから、みんなで
被害に遭わないよう気をつけましょう。

　身に覚えのないお金の請求・医療費や税金が還付される
　保証金を払えばお金を融資する
などの話には注意でござる。これらは、
　ＡＴＭで振り込ませる・宅急便で現金を送付させる
　電子マネー券を購入させてお金をだましとる
などの手口のほか、コンビニエンスストアのレジでお金
を支払わせてだまし取る手口もあるので注意でござる。

湯川村内街頭犯罪等発生状況（平成29年 8 月31日現在）

区　分
街　　頭　　犯　　罪 街

頭
犯
罪
合
計

そ
の
他
刑
法
犯
等

全
刑
法
犯

強

盗

空
き
巣

忍
込
み

事
務
所
荒
し

出
店
荒
し

自
動
車
盗

オ
ー
ト
バ
イ
盗

自
転
車
盗

自
販
機
ね
ら
い

車
上
ね
ら
い

ひ
っ
た
く
り

部
品
ね
ら
い

強
制
わ
い
せ
つ

管　内 3 1 6 1 4 15 70 85
湯川村 3 3 8 11

※その他刑法犯等には、暴行、傷害、万引き、詐欺、器物損壊などの犯罪発生
件数が含まれます。

※上記発生件数は、平成29年 1 月 1 日からの累計数となっています。

会津坂下署管内で「なりすまし詐欺」被害の発生

カ
ク
ニ
ン
ジ
ャ
ー
福
く
ん

まず身の安全を！

戸や窓を開けて
避難口の確保！

倒れやすいものに
近づかない！　　

すばやく火の始末！

慌てて飛び出さない！

普段からの心がけを！

地震発生時における行動のポイントとして
次のことを心がけましょう!

平成23年6月から、法律により設置が義務となっ
ています。適切な設置と維持管理をお願いします。

住宅用火災警報器

会津若松消防署十文字出張所
電　話　0242－75－2151
ＦＡＸ　0242－75－2196

湯川村消防団・湯川村婦人消防クラブ

		Last	month,	I	began	teaching	at	Yugawa	Village’s	kindergarten,	elementary	
schools,	and	the	middle	school.
（先月から、湯川村の幼稚園、小学校、中学校で英語を教え始めました。）
		I	have	enjoyed	working	with	the	students	and	look	forward	to	future	classes.
（児童・生徒たちの中で働けることが楽しく、これからの授業を楽しみにしています。）

		I	hope	that	I	will	be	useful	learning	resource.
（みなさんのために、力になれるように頑張りたいと思います。）
		Outside	of	school,	I	have	had	plenty	of	fun	in	the	village.
（学校の外でも、とても楽しい時間を過ごしています。）
		Because	the	people	of	Yugawa	have	been	very	kind	to	me,	I	am	grateful.
（湯川村の人たちはとても親切なので、ありがたく思います。）
		I	enjoyed	joining	team	Hamasaki	at	the	sports	festival.
（村民運動会では、浜崎集落のチームに参加して楽しみました。）

		Regarding	sports,	the	visiting	sumo	wrestlers	amazed	me.
（スポーツに関しては、村で招致した相撲の力士の人たちに驚かされました。）
		They	were	bigger	than	American	football	players	!
（彼らは、アメフトの選手よりも大きかったです。）
		I	was	also	awed	by	the	elegant	austerity	of	Shojoji	temple.
（また、勝常寺の優雅で、厳かな雰囲気にも感動しました。）
		Seeing	a	temple	in	person	is	much	better	than	reading	about	it	in	a	college	textbook.
（実際にお寺を見ることは、大学の教科書を読むよりもはるかに良いですね。）
		Next	month,	I	will	write	the	Eikaiwa	letter.（来月から、英会話の記事を掲載します。）
		Please	look	for	it	!（ぜひ見てみてください。）
		At	the	same	time,	please	don’t	hesitate	to	talk	to	me	in	person.（それと、遠慮しないで私に話しかけてください。）
		Personal	experience,	provides	the	best	practice	!（個人的に話すことが、一番良い練習になります。）

マーク先生の英会話 特別編
　１１月号より、マーク先生の英会話を掲載致します。
　掲載に先立ちまして、マーク先生よりメッセージを頂きました。

⑫



広報ゆがわ ６１１号　平成２９年１０月１日　発行

湯
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イ
ン
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ハ
イ
の
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づ
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子
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来
て
供
へ
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姑
の
笑
顔
が
見
え
く
る
仏
間　
　

鈴
木　

久
子

お
詫
び
と
訂
正

　

９
月
号
の
11
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し
た
「
村
民
の
文
芸　

発
表
広
場
」
の
中
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
詫
び

申
し
上
げ
、
次
の
よ
う
に
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
誤
）
勝
常
寺
「
お
薬
師
様
」
の
夕
称
で

　
　
　

地
域
に
根
ざ
す
薬
師
三
尊
像　

兼
子
春
江

（
正
）
勝
常
寺
「
お
薬
師
様
」
の
名
称
で

　
　
　

地
域
に
根
ざ
す
薬
師
三
尊
像　

兼
子
春
江

　腹腔鏡手術は、腹部に３～１５㎜程度の穴を数ヶ所あけ
て、そこから腹腔鏡や専用の手術器具を挿入してモニター
に映し出される腹腔内の様子を観察しながら手術を行う方
法です。小さなキズで、痛みも少ない『腹腔鏡手術』につ
いて、外科医師が詳しく解説いたします。
○日時　１０月１８日（水）１３：００～１４：３０
○会場　会津医療センター２階　会議室
○講師　外科　添田　暢俊　医師
◎お問い合わせ先　会津医療センター　患者支援センター
　　　　　　　　　☎０２４２－７５－２２３８

○とき　　１１月２２日（水）
　　　　　９：００～１８：００
　　　　　（１７：３０受付終了）
○ところ　会津若松市文化センター
　　　　　☎０２４２－２６－６６６１
○費用　　無料
○お申込み方法
　当日会場で受付（１７：３０まで）

◎お問い合わせ先
　福島地方裁判所会津若松支部庶務課
　☎０２４２－２６－５７２５

※ご相談内容は外部にもれることはあり
ません。安心してご相談ください。

第６回健康教室

小さなキズで、痛みも少ない
〜『腹腔鏡手術』の最前線 〜
外科で治す病気（胃がん、胆石、脱腸、盲腸など）について

調停相談会事前
申し込み
不要

⑬



編集
発行 広報ゆがわ６１１号　平成２９年１０月１日　発行
湯
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１
８
番
地

　

☎　

０
２
４
１
―
２
７
―
８
８
０
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Ａ
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４
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ホ
ー
ム
ペ
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ジ
ア
ド
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ス　

http://w
w
w
.vill.yugaw

a.fukushim
a.jp

　
　
　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

yugaw
a@

vill.yugaw
a.fukushim

a.jp

10
月
の
行
事
予
定

１
日（
日
）交
通
事
故
ゼ
ロ

	

歩
行
者
優
先
の
日

８
日（
日
）第
12
回
湯
川
村
新
米
祭

９
日（
月
）体
育
の
日

　
　
　
　

第
33
回
村
民

　
　
　
　
　
　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

15
日（
日
）村
民
テ
ニ
ス
大
会

（
上
段
は
人
身
事
故
・
下
段
は
物
損
事
故
）

村内の交通事故
件数

13平成28年
（ 1月〜12月）

平成29年
8 月

平成29年
累　　計

0

4

66

交通死亡事故ゼロ日数
（平成29年 8 月31日現在） 592日

7

57

死亡

1

0

0

傷者

18

0

5

　

家
庭
の
話
し
合
い
、
一
緒
の

食
事
の
励
行
、
親
子
ふ
れ
あ
い

運
動
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

毎月
「
第
３
日
曜
日
」
は

「
家
庭
の
日
」
で
す

あ
い
さ
つ
運
動

あ 

明
る
く　

い 

い
つ
で
も

さ 

先
に　
　

つ 

続
け
て

湯
川
村
青
少
年
育
成
村
民
会
議

一
声
運
動
を
普
及
し
ま
し
ょ
う
。

人の動き（９月１日現在）

総人口（前月比）
総人口 3,341人（△ 1）
男 1,609人（△ 3）
女 1,732人（　 2）

世帯数 1,022世帯（　 2） ◦村の花…
　　アジサイ

◦村の木…
　　イチョウ

◦村の鳥…
　　カッコウ

戸籍の窓口

※この欄に掲載を希望しない方は、住民課福祉係へ
申し出てください。

（８月受付）
お誕生おめでとうございます

（地　区） （両　親） （子）

田　　中 風間　　滋
　　　葉月 暁

あき

斗
と

勝　　常 長谷川勇樹
　　　美佳 コ

こ

ウ
う

高　　瀬 田部　大輔
　　　千晶 夏

か

帆
ほ

謹んでお悔やみ申し上げます
（地　区） （本　人） （年齢）
熊　　川 大竹　寬二 ７７歳
米　　丸 赤井　忠已 ９９歳
下 樽 川 五十嵐謙一 ８６歳
五丁ノ目 眞ケ部礒 ９８歳

いい顔!!

み〜つけた

白川　晴
はる

稀
き

くん（桜づつみ）
晴れた青空の様に、広く澄んだ

心の持ち主になるように！

『乳児健康相談（9～10か月児）より』

今年の「ふるさと納税」は、

2億6,300万円を超えました!
　５月２５日から受付を開始した平成２９年度の「ふるさ
と応援寄附金」は、８月３１日をもって受付を終了しました。
　一昨年、昨年同様に全国すべての都道府県６，３４７名
（９月１５日現在）の方々から農業支援のために、たくさん
の寄附をいただきました。
　今年も返礼品として、農家の方々が丹精込めて作った湯川
村産新米コシヒカリと地酒の瑠璃光を、１０月中旬から順次
発送する予定で、３万円の寄附者には米５０㎏、６万円の寄
附者には米１００㎏をそれぞれ１０㎏単位で発送します。
　いただいた寄附金は、農家
応援事業として１０ａあたり
１，０００円の交付や、水田
の稲わら有効活用への補助、
農業振興基金積立や湯川産米
【お米券】提供事業等に使用す
る予定です。

⑭


